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［論文紹介］

成人と幼児における術前経口炭水化物負荷による術中糖脂質代謝の検討

衣　川　智　子

神奈川歯科大学大学院歯学研究科全身管理医歯学講座　
　成人に対する術前経口炭水化物負荷により，手術室入室時の血中ケトン体量および FFA 量は低く，インスリ
ン量は高かった。しかし，術中にブドウ糖を投与しないと 2 時間後には，ケトン体量，FFA 量は増加し，イン
スリン量は低下していた。レチノール結合蛋白，アディポネクチン，レプチンは，術前経口炭水化物負荷の有無
による差はみられなかったが，各群内においては手術室入室時よりも 2 時間後には低下を示した。

口腔期摂食嚥下障害体験学習のための舌機能障害体験用マウスピースの開発

飯　田　貴　俊　他 8 名

神奈川歯科大学全身管理医歯学講座全身管理高齢者歯科学分野　
　口腔から咽頭への送り込みに関わる口腔期嚥下障害の学習は歯学部学生教育において重要なテーマである。今
回健常者が口腔期障害を疑似体験できる舌運動障害体験用マウスピース（MISLA）の開発を試み，少数の学生
に対して MISLA 装着・未装着時で嚥下検査の相互実習をおこなった。MISLA 装着により口腔期障害および嚥
下反射惹起性の低下が生じた。MISLA は健常者が口腔期嚥下障害を疑似体験できる有用な学習ツールとなる可
能性がある。

上顎右側犬歯の埋伏と歯牙腫による下顎左側小臼歯の萌出障害を伴うAngle class I 叢生症例

杉之内　有　希　他 6 名

神奈川歯科大学大学院口腔統合医療学講座歯科矯正学分野　
神奈川歯科大学大学院口腔統合医療学講座歯周病学分野　

神奈川歯科大学大学院口腔統合医療学講座小児歯科学分野　
　上顎右側犬歯の埋伏および下顎左側第一乳臼歯根尖部に存在する歯牙腫による下顎左側第一小臼歯の萌出遅延
を伴う Angle	class	I 叢生症例に対して，上顎右側犬歯の開窓・牽引，ならびに下顎左側第一小臼歯の歯牙腫を
摘出し，上下左右第一小臼歯抜去によるマルチブラケット装置を用いた矯正歯科治療を行った。その後，矯正歯
科治療後に認められた上顎右側犬歯の歯肉退縮に対して，遊離歯肉移植術および歯肉弁歯冠側移動術を行い歯肉
退縮の改善を図り，良好な結果を得た。



口蓋正中部に植立した歯科矯正用アンカースクリューを用いて上顎大臼歯の遠心移動を行った
AngleⅡ級叢生症例

岡　村　祥　吾　他 1 名

さいとう矯正歯科クリニック　
　歯科矯正用アンカースクリューを用いることで困難とされていた大臼歯の遠心移動が患者の協力や固定源の反
作用などに留意することなく可能になり，以前であれば抜歯適応となっていた一部の症例が，非抜歯にて叢生や
前歯歯軸の改善を行うことが可能になった。しかし，遠心移動を組み込んだ治療計画を立てる際，大臼歯の後方
移動量および後方限界量の術前診査が重要であり，さらに治療方法に適した歯科矯正用アンカースクリューの埋
入部位の選択と術前診査も重要である。現在，大臼歯の遠心移動を行う際の埋入部位に口蓋正中部が注目されて
いる。今回，叢生を伴う Angle Ⅱ級症例に対して，プレアジャステッドエッジワイズ装置に口蓋正中部に植立
した歯科矯正用アンカースクリューを併用し，上顎大臼歯を遠心移動することにより非抜歯にて良好な治療結果
を得ることができたためここに報告する。

下顎犬歯のブラケットアンギュレーションを適切に処方して
矯正治療単独で治療した骨格性Ⅲ級症例

中　尾　夢　乃　他 3 名

東戸塚たいらく矯正歯科　
　骨格性Ⅲ級症例に対し今回 McLaughlin らの方法に基づき，下顎犬歯のアンギュレーションを適切に処方する
ことで矯正治療単独で治療を行った。
　症例 1 は 26 歳 4 カ月，女性，上下顎両側第一小臼歯を抜歯し治療を行った。症例 2 は 15 歳 9 カ月，女性，非
抜歯にて治療を行った。2 症例共に初診時からディコンペンセーションによる副作用が抑えられ，正被蓋を維持
したまま治療を終了し良好な結果を得ることができたので報告する。
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ますとともに，下記のとおり訂正いたします。 
 
1. 「神奈川歯学」第 55 巻 第 1 号 p. 1-15 

「CAD/CAM 冠用ハイブリッドレジンブロックの特性に関する研究」 亀山 祐佳 

2. 「神奈川歯学」第 53 巻 第 1/2 号 p. 1-10 

「日本人におけるインプラント周囲炎発症に関する臨床的考察 - 発症率とリスク要因

からの検討 -」 淵上 慧 

 
 

該当論文 該当箇所 誤 正 

神奈川歯学 55-1: p1-15, 2020 論文分類 原 著 まとめ論文 

神奈川歯学 53-1/2: p1-10, 2018 論文分類 原 著 まとめ論文 

 



　お陰さまで，皆様の元へ神奈川歯学 55-2 号をお届けすることができました。ご執筆いただきました皆様方に
心より感謝いたします。また，本年度より第四期となりますが再び編集長という重責を担うこととなりました神
奈川歯科大学大学院歯学研究科口腔科学講座准教授の吉野文彦と申します。まだまだ至らぬ点も多々あるかと思
いますが，何卒一層のご支援，ご協力を賜ります用お願い申し上げます。
　さて，近年では動物実験やヒトを対象とした研究に対する法的規制が益々重要となってきております。とくに，
実験動物の取り扱いに関しては，国際的にも普及し，定着している実験動物の取り扱いの基本的考えである「3R
の原則（代替法の活用：Replacement，使用数の削減：Reduction，苦痛の軽減：Refinement）」を踏まえた適切
な措置を講じることが必要とされています。このような基本的指針に従い，神奈川歯学でも同様の倫理規定を設
けておりますので，投稿の際には必ず神奈川歯学の投稿規定をよくご確認していただきたくお願い致します。
　末筆となりますが，コロナ禍で様々な研究活動も停滞していると考えますが，皆様方が苦境に立ち向かい，力
強く前進を続けることが出来るよう切に願っております。

（神奈川歯学編集長　吉野文彦　記）
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